
資料６

評価の方法

基本目標１ 「介護予防、高齢者の社会参加の推進」

評価 評価 評価

　いきいきサロンの参加延べ人数 5,442 5,500 人 6,069 〇 6,128 ◎

　高齢者センターにおける介護予防教室の開催 282.0 450 回 280 △ 383 ○

　②フレイル予防の取り組みの推進

　出前講座開催数 31 30 回 15 △ 38 ◎

　市民向け講演会開催数 5 6 回 5 〇 6 ◎

　フレイル予防把握教室開催数 55 80 回 53 〇 49 △

　③介護予防、健康づくりの推進

　介護予防教室開催数 282 450 回 316 △ 402 〇

　介護予防住民指導者数 95 210 人 121 〇 195 ◎

　自主的な通いの場数 11 20 ヶ所 11 △ 15 〇

　④介護予防、日常生活支援総合事業の推進

　訪問介護相当サービス（月平均） 26 21 人 27 〇 24 ◎

　訪問型サービスA（月平均） 3 12 人 2 〇 0 ー

　通所介護相当サービス（月平均） 143 91 人 135 〇 124 ◎

　通所型サービスA（月平均） 72 125 人 80 〇 59 △

　通所型サービスB（月平均） 5 20 人 5 △ 30 ◎

　通所型サービスC（月平均） 9 12 人 14 〇 13 ◎

基本目標２ 「地域包括ケアシステムの深化、推進」

R5年度 目標値

　多職種連携会議の参加延べ人数 159 200 人 146 △ 136 △

　地域ケア推進会議の参加延べ人数 47 80 人 28 △ 56 ○

　人生会議についての研修会参加延べ人数 2 5 人 4 〇 3 ○

　②認知症施策の推進

　出前講座（不活動予防含む）開催回数 4 5 回 0 〇 ー －

　認知症サポーター養成講座開催回数 7 6 回 12 〇 7 ◎

　家族会開催回数 12 12 回 12 〇 12 ◎

　キャラバン・メイトスキルアップ研修開催回数 1 1 回 1 〇 1 ◎

　支援者（専門職）対応力向上研修開催回数 0 1 回 9 〇 3 ◎

　③権利擁護の推進

　本制度に関する研修会の開催 1 1 回 1 〇 1 〇

　本制度又は消費者被害防止に関する相談会の開催 65 60 回 64 〇 62 ○

　市民、事業所に対する高齢者虐待アンケートの実施 0 1 回 0 ー 0 ー

　高齢者虐待の防止に関する研修会の実施（市内法人含む） 1 1 回 2 〇 1 〇

　④生活支援体制の整備

　個別地域ケア会議の開催回数 31 20 回 18 〇 27 ◎

　移動支援の創設に向けた検討の場の設定 あり あり あり 〇 あり ○

　配食サービス事業利用者数(年間の実人数) 42 40 人 33 △ 21 △

　高齢者住宅改良給付件数 1 2 件 2 〇 1 ○

　寝具洗濯乾燥消毒サービス利用者数 88 90 人 79 〇 61 △

　日常生活用具給付者数（緊急通報装置、火災報知機、自動消火器） 3 5 人 1 〇 1 △

　訪問理美容サービス利用者数 2 3 人 1 〇 5 ◎

　高齢者用タクシー券利用者数 88 90 人 88 〇 83 ○

　寝たきり高齢者希望の旅事業の開催 1 1 回 1 〇 1 ○

　家庭介護用品助成事業利用者数 24 25 人 20 〇 17 △

　家庭介護者慰労金給付件数 158 180 人 181 〇 155 △

　緊急宿泊支援事業利用者数 0 96 人 0 〇 0 ○

　在宅介護者リフレッシュ事業開催回数 3 3 回 3 〇 3 〇

　⑤防災対策・災害時の要配慮者支援

　避難行動要支援者名簿の更新 随時 随時 1 〇 1 〇

　区への個別避難計画作成周知（全67区） 25 67 区 67 〇 67 〇

　高齢者台帳の整備・更新 1 1 回 1 〇 1 〇

東御市高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の取り組み状況 

　東御市高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画では、「共に支え合い、健やかに暮らせる

まち」を目指して、３項目の基本目標を定めています。更に、その基本目標を達成するためた

めに有効な事業とその事業の実施目標を定めています。

　本シートは、計画に定められた事業を、毎年度どれだけ実施し、目標に近づいたかを評価す

るものです。

目標に対する活動の取り組み状況により、次のとおり評価しています。

　「◎」 ＝すでに達成することができた

　「○」 ＝目標に対して、概ね達成することができた

　「△」 ＝目標に対して、達成がやや不十分だった

　「×」＝目標に対して、全く達成することができなかった

　「ー」 ＝評価できない

計　画 実施事業の評価

備考

　①生きがいづくり、社会参加の推進 R5年度 目標値（R８） Ｒ６年度 Ｒ７年度 R8年度

　①地域包括支援センターの機能強化と関係機関の連携強化 Ｒ６年度 Ｒ７年度 R８年度 備考

介護予防住民指導者数

は令和４年度からの累計で

す

※出前講座をサポー

ター養成講座と合同

※出前講座含む

訪問型サービスAは令和７

年度から実施していないた

め評価は「－」です



　⑥介護サービス事業者の災害・感染症対策

　福祉避難所における備品等の確認・更新 1 1 回 1 〇 1 〇

　事業所との連携を目的とした会議の開催 1 1 回 2 〇 1 〇

　⑦介護保険施設等整備及び高齢者の多様な住まいの確保

　認知症対応型共同生活介護の施設整備　　　施設数 5 6 施設 5 5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定員 45 63 人 45 45

　養護老人ホームの入所者数 21 24 人 23 〇 23 〇

　軽費老人ホーム（住宅型、ケアハウス） 0 1 施設 0 0

0 39 人 0 0

基本目標３ 「介護保険制度の適正な運営」

　①介護人材の確保及び介護分野における業務の効率化 R5年度

　民間介護・福祉事業所連絡会との情報共有 3 1 回 6 〇 3 ◎

　住民指導者養成講座指導者数 95 210 人 121 △ 195 〇

　②介護給付の適正化

　要介護認定の適正化　研修会の実施 2 2 回 2 2

　　　　　　　　　　　点検実施率 100 100 ％ 100 100

　ケアプラン点検　認定状況と利用サービスの不一致一覧 14 14 事業所 9 13

　　　　　　　　　ケアプランの点検件数 42 30 件 46 28

　住宅改修の点検　　住宅改修の点検実施率 100 100 ％ 100 〇 100 ○

　福祉用具購入・貸与調査　　福祉用具購入 100 100 ％ 100 100

　　　　　　　　　　　　　　軽度者の福祉用具貸与 100 100 ％ 100 100

　縦覧点検　４帳票の点検実施率 100 100 ％ 100 〇 100 ○

　医療情報との突合　 医療情報突合リストの点検実施率 100 100 ％ 100 〇 100 ○

　③介護サービスの質の向上

　地域密着型サービス事業所の実地指導件数 0 1 0 × 2 ○

　居宅介護（介護予防）支援事業者の実地指導件数 0 3 0 × 2 ○

　介護相談員派遣事業　介護相談員の人数 2 2 人 2 〇 2 ○

　ケアプラン点検の実施　参加事業所数 14 14 事業所 9 13

　　　　　　　　　　　　ケアプランの点検件数 42 30 件 46 28

　④低所得者の負担軽減策

　高額介護サービス費給付件数 4,642 5,000 件 4,630 〇 4,885 〇

　高額医療合算介護サービス費給付件数 266 280 件 260 〇 268 〇

　補足給付（特定入所者介護サービス費）給付件数 1,858 1,980 件 1,806 〇 1,827 ○

　社会福祉法人等による利用者負担軽減制度事業認定件数 11 20 人 15 〇 10 △

目標値 Ｒ６年度 Ｒ７年度 R８年度 備考

－ ―

施設整備は市が直接行

う事業ではないため評

価は「ー」です

－ ー

〇

〇 ○

〇 〇

介護予防住民指導者数は、

単年度の延べ人数です

〇 〇

〇


